
61さやばね ニューシリーズ　No.  38

SAYABANE N. S. No. 38 June 2020

【短報】石垣島におけるチュウジョウテントウの記録
チ ュ ウ ジ ョ ウ テ ン ト ウ Chilocorus chujoi Sasaji, 

2005 はこれまで沖縄島 （Sasaji, 2005；高橋，2015；
野林，2018），南大東島 （大貝，2016） から記録され
ている．筆者は本種を記録の無かった沖縄県石垣島
で採集しているため , 頂いたデータと共に報告する．

1 ♂，沖縄県石垣市八島町，16. III. 2008，末長晴
輝採集・保管；5 ♂♂ 1 ♀，同地，17. III. 2018，筆
者採集・保管；2 ♂♂ 2 ♀♀ （図 1），沖縄県石垣市
南ぬ浜町，12. III. 2018，筆者採集・保管；2 ♂♂ 1 ♀，
同地，4. V. 2019，筆者採集・保管．

八島町 （石垣港付近） では道路沿いに植栽された
ビロウから，南ぬ浜町ではビロウ・ソテツ等，計 3
種の植物から得られた．末長氏に確認したところ，
ヤシ科 （記憶頼りだが，おそらくビロウ） から採集

したとのこと．
報 告 に あ た り，

データを提供して
くださった末長晴
輝氏 （倉敷市），文
章の添削をしてく
ださった伊藤淳氏 

（府中市）・中村涼
氏 （成田市） に厚く
御礼申し上げる．
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【短報】鳥取県米子市でアリアケキイロヒラタガム
シを採集

ア リ ア ケ キ イ ロ ヒ ラ タ ガ ム シ Enochrus bicolor 
（Fabricius, 1792） は塩性湿地に生息する小型の水生
甲虫 （ガムシ科） である （中島ら，2020）．国内で
は本州 （大阪府，岡山県），四国 （徳島県），九州 

（熊本県） から記録されている （Matsui, 1994；松井，
1996; Kawakami & Hayashi, 2010；山地，2012；中島ら，

2020）．緋田が採集し
た標本を渡部が同定
した結果，鳥取県お
よび日本海側で初記
録となる本種である
ことが確認されたの
で，ここに報告する．

本種を採集した米
子 水 鳥 公 園 は ラ ム
サール条約登録湿地
である中海の一部に
あり，コハクチョウ
やマガンをはじめと
する多くの野鳥の渡
来地および生息地となっているため，通常は湿地に
立ち入ることはできない．今回は生物相調査の一環
として米子水鳥公園に許可を得て採集を行ったもの
である．

報告に先立ち，湿地内での採集を許可していただ
いた米子水鳥公園主任指導員の桐原佳介氏，鳥取県
における記録をご教示いただいた大生唯統氏に深く
御礼申し上げる．

3 exs., 鳥取県米子市彦名新田 米子水鳥公園，14. 
VIII. 2016，緋田祐太採集，渡部晃平・米子水鳥公
園保管 （図 1）．

本種が確認された敷地内の池は塩分濃度 1～1.5 
％の汽水であり，中島ら （2020） が述べたとおり塩
分を含む環境であった．
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図 1．チュウジョウテントウ♂
 （石垣島産）．

図 1．鳥取県産アリアケキイロ
ヒラタガムシ．
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【短報】石垣島におけるヒメタマガムシの初記録
ヒメタマガムシChaetarthria saundersi dʼOrchymont, 

1923 は，2019 年に国内から記録されたばかりのガ
ムシ科の小型種である （Inahata & Minoshima, 2019；
中島ら，2020）．国内では，これまで西表島と与那
国島から発見されていたが （Inahata & Minoshima, 
2019; Watanabe, 2019），筆者は石垣島から本種を採
集しているため，同島初記録として報告する．採集

した環境は日当たりが良
く，水生植物が豊富に生
育している耕作放棄地で
あった．なお，本記録は国
内分布の北限記録となる．

1 ex., 沖縄県石垣市崎枝，
18. V. 2017，筆者採集・石
川県ふれあい昆虫館保管 

（図 1）．
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【短報】ニセミヤマクビボソジョウカイを新潟県米
山で採集

ニ セ ミ ヤ マ ク ビ ボ ソ ジ ョ ウ カ イ Asiopodabrus 
（Imasakapodabrus） pseudolictrius （Takahashi, 1992） 
（以下ニセミヤマと略す） は，神奈川県をタイプ産
地として記載された種で，現在までのところ，本州
の太平洋側に静岡県から福島県まで産地が知られて
いる （Takahashi & Imasaka, 2010）．

新潟県からは，近縁のシライサワクビボソジョウ
カイ A. （I.） shiraisawanus Takahashi et Kiriyama, 2000 

（以下シライサワと略す） が湯沢町八木沢，津南町
結東，糸魚川市葛葉峠で記録されており （Takahashi 
& Imasaka, 2010），新潟県内は，シライサワが全域
に分布するのではないかと筆者は考えていた．とこ
ろが，新潟県西部に位置する米山において，ニセミ

ヤマと同定される個体が採集されたので，ここに報
告する．

1 ♂ 4 ♀♀，新潟県上越市米山，1. VI. 2017，筆
者採集・保管．

シ ラ イ サ ワ は，Takahashi & Imasaka （2010） に よ
ると，新潟県以外では，岐阜県，福井県および石川
県から記録がある．この記録と新潟県内各地の記録
から，本州東部の日本海側は，シライサワの分布域
ではないかと推測されていたわけである．いっぽう，
ニセミヤマの既知分布域の中でシライサワの分布域
にもっとも近い産地は，群馬県中之条町大塚で （金井 , 
2014），この産地は，シライサワが記録されている湯
沢町八木沢から県境の山を隔てて約30 km離れている．

シライサワやニセミヤマが属する Imasakapodabrus
亜 属 の 各 種 は， 通 常 は 異 所 的 に 分 布 し て お り，
Takahashi & Imasaka （2010） の知見で混生の可能性
が考えられるのは，鈴鹿山地西側の地域 （シライ
サワとトウカイニンフジョウカイ A. （I.） tokaiensis 
Imasaka et Takahashi, 2010 の事例） に限られていた．
今回，シライサワの分布域と考えられていた場所で
ニセミヤマが採集されたことは，両者が混生してい
る第 2 の事例になるか，側所的ではあるが，ニセミ
ヤマがシライサワの分布域内に島状に隔離分布する
かのいずれかに該当すると考えられる．今後，新潟
県内において，両種の詳しい分布状況の解明が進展
することを期待したい．

引用文献

Takahashi, K. & S. Imasaka, 2010. A revision of the pseudolictrius 
species group of the genus Asiopodabrus （Coleoptera, Can-
tharidae）. Japanese Journal of systematic Entomology, 16: 
123–160.

金井直樹 , 2014. 故八坂允氏採集の甲虫－その 4 － （ジョウカ
イボン科）. 乱舞 , （22, 23） : 24–32.

（高橋和弘　259–1217　平塚市長持 239–11）

図 1．石垣島産ヒメタ
マガムシ．
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